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『観の友白色泥岩が認められる。この凝友質泥岩の拡りに

っいては，未ぎ調査不充分のため不明である。　　　

　iii）　美唄來炭暦最下位の炭暦中の莚）の

　共栄z沢，左股沢B沢においては，美唄來炭暦最下位

炭暦（北炭グ）4番層）の下部に，厚ざ15～30cmの淡次

色の粘土質泥岩が発蓬している。これが果して凝次質で

あるかどうかはかなり疑わしい。

　これに該当すると思われるものが，同じ左股沢A沢の，

美県爽炭暦最下位炭層中にも認めら再るρ

　iv）美唄來炭暦上部炭暦群中のもの

　この炭暦群の炭層中には，白帯とよばれている淡次色

の，凝友質泥岩や細粒砂岩の薄暦が多数介在していて，

いわゆる虎の皮式の外観を呈していぐ。

　　　　　　　5，：炭　　　層
　調査区域内の來炭暦は，上から下に美唄來炭暦、と部・

同層中部？・同暦下部・茂尻來炭暦布よび歌志内來炭暦

　（上部）であるo

　これらの炭贋朕況については，後日，本報告において

詳述することにして，ここゼは第3図の地質柱欺図によ

つてその概況を知つてもらう程度にとどめたいo

　炭質については分析・試験未了のため省略する。

　また炭量については，炭蕨側において詳わしく算出し

ているので省略する。

　　　　　　　6，稼行状況
　上述の主要炭暦は，最近まぞ北炭室知磯業所神威鵬に

、虻つて，調査区域内の各処においで採掘され，随所に当

時の旧坑がみうけられる。

　　　　　　　7．結　　　論

　1）車として歌神南側に発達している歌志内來炭暦か

ら・，赤李含化石暦まぞ0）暦序を，坑外だけの資料に基い

て一応明らかにした0

　2）　特に美唄來炭暦の下部については，歌神北方の筍

沢をも含め．て，その岩相変化の欺況と，炭暦の発達欺況

　との関係を知ることができた。すなわち顕i著な砂：岩から、

　成つている歌神砂岩部暦は，炭暦を來有しておらず，こ

　れが南下するに從つて泥相（共栄ノ沢含炭泥岩部暦）に

　変わり，多数の炭暦を爽有している。

　3）　若鍋含化石暦中の海線石砂岩の産状を，明らかに

，することができた。この砂岩は旧富山坑の坑口附近で，．

　その発達が最も良好（厚ざ260m）ゼあるが，これから

　南下するに從つて次第に薄化し，共栄ノ沢て『尖滅する。

　他方，この砂岩は歌神北方の筍沢では未だ確認されて

　いないが，おそらく尖滅しているものと思われる。

　このように，海線石砂岩は広範囲にわたつて蓮続して

　いるものではなく，比較的小さいレンズとして発達して

　いるものとみなさなければならず，かような小レンズの

　超）がほぼ同じような贋準にいくρも発達しているた友）

に，同一暦とみなされる惧れがあるので，洗意を要す

　るo
　この海線石砂岩の産朕をさらに広範囲に追求すれば，

当時g堆積環境を推測すぐ上にpなんらかの資料をえら

れはしないがと期待するb

　なお，この砂岩と美唄爽炭暦最下位炭層との聞には，

厚さ約2mの海緑石をほとんど含まない細粒砂岩が発蓬

　している。この中にもわずかながら海棲介化石が含まれ

ていて，從楽海線石砂岩として上述の海線石砂岩と同一

覗ざれた疑がなかつたとはいえない0

　4）　この区域の歌志内來炭膚から美唄來炭層上部まで

の地窟中には，厚さ1～40cmのいわゆる凝次質岩の薄

暦が次の4暦準に認められる己

　　iv）　美唄來炭暦上部炭暦群の炭暦中

　　iii）美唄來炭暦壕下位炭暦（北炭の4番暦）の下部

、　　ii）茂尻來炭暦の主要炭暦（北炭の5番暦）の下部

　　i）歌志内來炭暦最上位炭潜（北炭の・6番暦）の庫

　　　　下および同炭層の上位
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　　　　　　　R6Sum6
Report　on　Kobato　Distriet　in　Nishi訟gawa

　　CoaIfieIa，Yamagata　Prefecture．

　　　　　　　　by　l
　　　　　　Isamu　Shimizul

＊燃料螂

　The　field　of　this　resealfch　extends　over

the　territory　of．Toyoura＆Yamato　Villa琴es

and　Atsumi　Town，in　Nishitagawa　coalfield．

　The　strata　in　the　coalfidd　are　compos6d

of　basalt，1iparite　and　green　tuff　which　ove卜

1ies　baSal　grano・母iorite　rocks，　　Thel　tota1
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thickness　of　the　co訊1』be＆ring　form＆tion’is

estimatedαt1，306導on　an　average．　The

green　tuff　formation　is　divided　into　two、

gro如s：The　older　one　is　from　Bitokasumi

formation　to　Atsumid縦ke　pyroclastic　rqcks，

and　the　newer　one　is　from　Kobato　forma』tion

to　Nezugaseki　formation．The　older　group．

isc・mpgsed・fn・穿stratifiedtuffbreccia
’
r
o
c
k s　in　which　fossil　plants－are　involved，

an（1　so　the　strata　are　terrestrial　deposits．

　Fourhorizons，i．e．10werMizmashi，upper

Mizmashi，：Kobato　and　Torigoe　formations，

contain　n』umerous　coal　seams．In　this　area，

there　are　many　thrusts置nd　faults，which

are　grOuped　into　twO　formsl　one　is　cOnce－

ntriccircle，theotherisarrangedat・the
rightanglet・the。maindirecti・n・fgehα

ral　strike　of　beds．

1．目 的

山形県の西田川炭田には二つの代表的な炭鉱が，炭田

の北と南ゼそれぞれ稼行している。その一つは炭田の北

端に当る加茂町字油戸の油戸炭薩ぞ誌り，ほかの一つは

炭田の南部に近い五十川，温海聞の炭暦を稼行している

ラサ鉱で凌，るb前者の炭暦は強粘結性を示し，その炭暦

の南の延長は豊浦村泊に達している。後者の炭層は非粘

結憐を示し，またその炭暦の北の延長は五十川以北にお

いては麦，まりはつきりわかつていなかつたo筆者等はこ

れらの二つの炭層の分布状況があまり明確になつていな1

い，泊，五十川聞を調査して，炭暦の追跡を行い～爾炭

礎の炭暦の暦位関係を明らかにした。

班員　　地質調査　通産技官　　清　水　　勇

　　　〃　　雇』　　鈴木泰輔
　　地形測量　通産技官　　細　井　力　雄

　　　汐　雇‘　　久保昌夫
精度　　地質精査　地形図縮尺　　1110，0GO

期聞　自昭和24年7月21日・，（50日聞）

　　至〃　・9月8日

2．位置・交通
、本調査地域は山形県西田川郡の豊浦村・山戸村および

温海町の一・部を．しめ，F面襟勺2Gkm2てテ浅〉るo

調査地域の北西に当る海岸線には，胴越本線が通じ，

調査地の北端および西端には，それぞれ三瀬駅および五

十川駅がある。鉄道に滑う国道（バスがある）および五

十川より調査地の南端に当る山戸村山五十川に通ずる自

動車道蹄（バスがある）以外には，調査培内には自動車

の通行でPきるi道路はないo

　　
　　　　　　3．地　　　質
　　　
　本地域に分布する地麿は基盤の花嵩閃線岩を侵蝕不整

　　　合に覆づた線色凝次岩層（新第三紀）と，その地暦と同時
代に噴出，盗流した玄武岩および石英粗面岩からでき’て

いる。線色凝友岩層の暦序・層厚・岩質は別表の模式柱朕

図に示己た。基盤の花嵐閃線岩は，調査地域内の山戸村

　山五十川よら藤倉山にかけて広ぐ分布している。線色凝

友岩暦峠時代的に二つにわける事がぞきる跳その古い

時代の堀層は基盤岩の上に直接堆横した・噌霞暦に初ま

　つて，温海嶽火山砕屑岩層の堆積に終る一蓮の地層ぞ・ほ

　と．んど無層理な凝友質角礫岩からなる。ほとんど無化石

　ぞ麦，るが，この地暦中に換まれている泥璽砂岩暦（水無

　暦）は植物化石を産出し，陸生の堆積層ぞあつた事を物

　語つてし｛る。水無層の上限および下限に近く炭暦を來有

　し，それを稼行する代表的な炭坑は豊浦炭磯ゼある。こ・

　の時代には石英粗面岩の噴出も行われたらしく，その貫　、

　入岩もみられ，また礫岩中には極めて流紋岩の礫が多い。

　油戸炭鵬の稼行炭暦はこれらの礫岩層中に挾まれた炭

　層て波，る。これらの地暦の堆積後，地盤はかなり顕著な

　蓮動を行い，同時に海の侵入がともなつたのであろう。

　これらの地暦を不整合に覆つた小波渡層の堆穫に初まり・

　鳥趣沢頁岩暦の堆積に終る一蓮の地暦は海進型の堆積を

　示している。北海道大学の卒業論文ぞこの地域を研究ざ

　れた大野四郎氏の調葦によると，この地暦（田川來炭暦）

　中にかなり多数の植物化石が発見されている。この地暦

　と同時代と筆者が考えズいる木山町草井谷には有名な草

　井谷化石暦がありCo甥μo痂ρhッ’勿卿％4％卿伽2ゴNath・

　L勾躍44解δθs／oグ卿os伽αHanceその他の潤：葉i樹の化石

　を多産する。この地窟の最下部をなしている泥質岩層（小

　波渡暦）には炭層が羨在し，それを稼行する代表的な炭

獄ラ騨業株式会杜の五＋川鉱融び温海鉱橘る・

　未だ化石の研究は行つていないので後日発表したいと思

　うが，草井谷化石層と前述した水無層の化石とでは種

　（Species）　が異畜ようぞある。以上述べた地層の上

　に不整合に鼠ケ関暦が分布する。この地層は大山町竹ノ

　浦附近ぞは不整合関係を示すようにみえる。鼠ケ関暦に

　は珪質頁岩が多く，ノ美しい友白色を示しS嘱gαプ漉Sρ．

　や魚鱗有孔虫を含んぞいる。じかし大山町水沢附近の地

　暦は珪質頁岩と有孔虫の存在為ら鼠ケ関暦と同暦位と考

　えられるが1一般に凝友質ぞ細粒の礫暦をはさみ，叉
　風化ずれば赫色となる。縫色凝友岩暦は豊浦村釜谷と山

　五・十川を結ぶ・ほぼ南北の線を堺にして・その東側で峠

2G。（430）
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離 層　　名 標色属厚　　　肌
岩質亦ハ記畢

鼠ケ関居 ＋500硅質頁岩

院
　
　
内
　
　
階

鳥越沢層
7三こ三
｛一｝｝
450
〃
3
0
0
凝灰質貢岩

季畑沢福 韓韓
■尋工！

／50
〃
3
5
0

凝灰質砂岩
鎌岩互層

小波渡層i．i・1 ノ50 砂岩泥岩炭属

温海民層
　一ぞ置珂＋／00
冒ワr似二　F

安山岩質凝
灰角礁岩

漬水沢層
1訓弓。。
0　0　b　　O

無　岩　層

木無層 200 砂岩』泥岩

一霞層 200 篠　　　　岩

基　　盤
炉　Ilづ

“〃　『1

チ　“養
花嵐関紙岩

”
ク
　
　
昌
ネ
寸 ，㌧“

9　“　　　”

　鵬　　　1『
ヂ

班岩．玄武岩
肩英粗面岩

を
，
～
’
確認断層
椎定断層

身
寒

正　　断　　層

層

灘舞熱．1・痢1

轡1麹1

“　“

づ　ll

・〆ぐ・ご雛1

0 2

〃
lI

“

〃

　“

、
、
、

ク

　ll

4　　　　5km

ほぼN－S方向を軸として北に

沈む背斜構造を示し，その西側

ズはN－S乃至N300Eの走向で，

西へ30。乃至600傾斜した軍斜

構造を示している。東側の背斜

構造は軸の方向を北東方に変え

乍ら，北に延びて油戸迄蓬して

いる。西側¢　軍斜構造は南にの

びてその延長は鼠ケ関に達する・．

’本調査地は地質構造の上で軍

斜構造から背斜構i造にうつる地　』

幣に当るので，地暦の擾乱もか

なりうけた場所が多ぐ，特に数

多の断暦によつて切られてい

る。断暦は二つの型式に分類す

ることがゼきる。，その一つの型

をなす断暦は，ほぼ円弧形・同

心円形・懸垂線形をなしている。

他の一つの型は東北に細長く分

『布しているこの炭田の地暦をほ

ぼ直角に切る胴切断暦で，この

種の断暦は前述した形式の断暦

より時聞的に後に生じたもので

ある。この胴切断暦は落差（移

動）がかなり大きくても，断暦

周緻の地暦の擾乱は少ないoし

かし乍ら円弧形・同心円形およ

び懸垂線形の断暦によつては地

暦がかなり引きづりや圧縮をう

けて，断窟周務1には小背斜，小

向斜および落差の大きくない派

生断暦が生じている。

　石英粗面岩・粉岩・玄武岩の

噴出はほとんど断暦または断唐

の交叉する地点に多い6玄武岩

は地暦中にsheet，として存在す

ることもある。

算1図、西田川炭田小波渡地匿地質図

4．石 炭

1）　賦存賦況および炭質

この地域に分布する炭暦は次

に述ざる4つの層位に属してい

るといえよう。すなわち下位よ一

り

　（a）　水無暦の最下部に羨　　　，

　　　在する炭暦。
　（b）　水無層の最上部から

21一（43め
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地層名 柱状図 層厚
　抑
岩種岩質』

　　　　　監
沖　積層

段丘堆積属

不整合
男

一≡≡≡≡…ヨ

白色乃至灰白色の層理

、
鹿
昼

集ケ関雇 一……ヨ
V　V　〉　V〉

の極めく発違した竪硬な

貢岩ぐ薬及ぴ魚鱗の化

統 一　　〉　　一一
石を含む’

V DoteriteのSheetがあゐ
一　

一
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自色凝灰質の泥岩を

》　V　〉　〉
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D　　o　　O　酢o　O’
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第2図模　式粧状図

　　　清水沢礫暦中に擁在する炭暦。

　（c）　小波渡暦中に擁在する炭暦。1

　（d）　，鶏越沢暦の最下位に擁在する炭暦。

である。以下に各汝の炭層について詳述する。
　
　a　炭暦　この炭暦は山戸村山五十川部落の北方500

mの道路傍の旧坑の露頭（炭丈10cm）おまび水無山五十

川聞に通ずる山道の峠から南へ400mの地点にある朋越

不動炭磯の炭暦で，三瀬駅の北東方800mの谷の中k露

出する炭丈30cmの炭暦もこれと同暦位であろう。羽越

不動炭鵬（廃山）の炭層がここぞは一番厚いらしいが，

確認できなかつた。

　b　炭層　　この炭暦は豊浦村三瀬の豊浦炭鵬（休山）

で稼行した炭層で，ここには3暦の炭層が存在する。

豊浦炭膿の炭暦は走向N－Sで3暦の内東側の2暦は西へ

60。傾斜している。この炭暦は粘土の挾みが多い炭暦で

山丈1・5卑，炭丈1m程度であるが，炭丈の潰長ははげ

しし・。西側の1暦は他の2暦の炭暦とは走向断暦ぞ接し

東に600位傾斜しているが，暦位は上のものと思われ・

1る。 この炭層は他の炭暦と異つて粘土の挾みもなく塊炭

であるが，現在水没しており，資料も四散してしまつた

ためはつきりした事はわからないo油戸の炭層はこの炭

暦とほぼ同暦位と思われる。八森山（三角点）の南東800m

の地点にある水無炭磯（假称）の坑内では粘土質の岩石

中に厚さr22cmの炭暦（ホヤ）が麦，るが，この炭暦は豊

浦炭鵬の炭暦と同暦位のものぞあろう。豊浦炭鵬の炭量

については由良三瀬地区の報告にのべた。

　C炭層　この暦位の炭暦は五十川鉱附近で最もよく

発達している。五十川鉱では小波渡暦（田川來炭暦下部）

中に3暦の炭暦が存在するといわれ，そのうち現在稼行

している本暦は山丈7mに達している。この來炭層の北

の延長をみうと，安土部落附近ではフケ下り断暦によつ

て地暦が落ちているため，爽炭暦の下部しかみられない。

ざらにその來炭暦の北への延び先に淵ノ沢の旧坑があるo

ここでは小波渡暦の厚さは約150mぞその最上部に近く

薄い数炭厨，最下部に噌炭暦が挾在するが最下部の炭層

だけが粘結性を示す点は五十川鉱の場合と一致している・

淵ノ沢一小波渡聞ゼは同心円状の断厨によつて切られる

たあ，小波渡暦の最上部の薄い炭暦が地表に露出するに

すぎない。小波渡附近の小波渡爽炭暦はN300Eの牽向

で南に沈んだ背斜構造を示すが，その最上部に炭暦の発

達はみられずまた小波渡暦の最下部は地表に露出してい

ない。ζの背斜の東側に胴切断厨を以て小波渡暦に接し

た温海嶽暦の上位には温海嶽暦に不整合にのつた小波渡

暦が点汝と分布している。この小波渡層の基底に近く粘

結性の麦溢炭暦が挨在するが，山丈42¢m，炭丈20c∫n・

以下で稼行対象にはならない。　’
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d　炭暦　、この炭暦は五十川鉱の洗炭場に近い崖で見

られる。炭暦は2暦あるが，2暦とも炭丈10cm以下の

薄暦ゼあり，堅苔沢の南方9GOmの山腹にあ る炭暦（山

丈1，5m，炭丈0，6mぞ，厚さ、10cm以下の石炭が粘土

暦と互暦する）もこれと同暦位とみられる。炭暦として

はかなわ蓮続性があるが，炭丈が小さいので稼行できな

い。以上のべた4つの炭暦群のうち（b）と（c）の炭暦

については分析試料があるので次に示すo

層　位

　C’
　C

　qI
　，b・

　b
　b

饗、廻頻壷憂
ゴ「

1安土炭鵬　10、23
淵ノ沢坑下暦　1．73

小波渡炭磯
三菱油、戸本膚　　1ユ9

豊浦村水無炭鵬　　3．45

豊浦炭鵬II暦　　10．91

隊分
12．12

18．10

24。35

35．85
F
2
8
． 31

睡発分
1
『一一 一＿－一．r

37．19

28，77

1
2
8
． 46

11．80

24．59

膣蓼
40，46

・51．40

塵、黄塵垂

2，63

5．81

46．00　、　　0。47

48㎏90　0，39，

・36．19　　　　G．45

5780

6780

6380

499G

4400

隊の吐必
淡赤褐　非粘結1

紫褐粘結
　　　粘結
荻白粘．結
淡　褐『非粘結

淡褐　〃
全般に炭暦が薄いのぞ炭量計算は省略する。

　　　　　5。結　　 論

調査の結果，五＋川鉱の炭暦は安土淵ノ沢をへ｛小波

渡にのびている事が明らかになつたが，安土附近では來

炭層の上部が断暦のために露出せず，また小波渡附近で

は断暦のために下部の露出がほとんどみられない。この

ため五十川鉱の本暦がどの地域迄稼行できるかは不明瞭

であるが，小波渡地域ぞは明らかにまつたく、浩滅してい

る。豊浦炭獲の炭暦もこの地域ゼは南に薄くなつていて，

山五十川附近ではほとんど潰滅する。油戸炭磯の炭居は

豊浦炭薩の三番暦に当ると思われる。

　　　　　　　　（昭和24年7～9月調査）
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GeologicalS皿veyofTomamae’District

　inHaboroCoalfield，葦｛okkai面5

　　　　　　by
　　N．Aoyagi＆T．Hitosugi
．Tomamae　district　Iies　on　t五e　westem

slope　of　the　Teshio　mountains．Field　survey

was　performed　in1949，using　the　topograph－

icalm3P．・（1：5，000inscale）．

Haboro　coa1－beεwing　formation　is　distribut－

ed　in　the　middle　p置rt　of　this　district，ow疽g

to　an’antidinal　structure噂Four　workable

coal　seams　are　found　in　this　district．　One

of　them　is　in　Chikubetsu　formation　and

others　are　found　in』Haboro　co＆1－bearing

formation．

＊燃料部

一The　coal　reserves鉱e　roughly　estimated

at1，800，000tons，bothworkableand　probabIe．

　　　　　1，緒　 言
1）調査目的

昭和24年8月15日から，87日聞に亘つて，凋幌炭田苫

前地区の地質調査を行つた。

調査地域は，苫前炭薩および羽幌炭鵬鉄道株式会杜の、

所有鉱区ぞ占められ，苫前炭薩が調査当時開発に藩手し

た炭山沢を中心とする地域ぞある。從來この地区に関し

て，二・三の調査が行われ，地質も略々明．らかにされてい

　　　　　　　ブる，が，炭暦の賦存朕況をさらに究明し，本地区北方の羽幌

炭蕨附近の炭暦との霞係を明らかにする事を目的とした。

2）　調査班員・調査精度および期間

　（イ）調査班員

　　地質調査筆当　石炭課技官青御信義

　　　　　　　　〃　一杉武治
　・地形測量担当　測図課技官加た美時寛

　　　　　　　　技宮長岡策洋男
　　　　　　　　雇小張　孝
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